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ゥム基質､Ⅳ 型コラーゲン陽性領域､SMA 陽性領域､TGF･Pl陽性領域､単球 ･
マクロファージ浸潤のいずれにおいても､対照動物における増加を抑制したO一方､
腎線維化を抑制すると考えられているHGFの陽性領域臥 SR-ONOの投与によって
増加した｡以上の結果から､徐放型プロスタサイクリンアナログoN0-1301の間欠
的投与によって､炎症性細胞浸潤が抑制され､線維化促進因子であるTG叩 1の
産生が抑制されることが糖尿病性腎症の進展抑制に働くことが強く示唆されたp
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると帯める｡
